
令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

 

 

１ 単元デザインは何のため? 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 単元デザインの手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step１ 単元を通して児童に身に付けさせたい資質・能力を明確にし、単元の目標を考えます。 

「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 理科編」（以下、学習指導要領解説）の目標や内容、児童の

実態、前単元までの学習状況等を踏まえて、単元の目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単元デザイン FIRST STEP ―小学校理科― 

○学習指導要領では、資質・能力を育成するため、単元や題材などの内容や時間のまとまりの中で「主

体的・対話的で深い学び」を実現することが大切だと示されています。 

○「指導と評価の一体化」の観点から、単元（複数単元）の指導と評価の計画を作成することが求めら

れています。 

○教師が児童に身に付けさせたい資質・能力を明確にし、意図的・計画的に授業づくりを行うことができ

ます。 

○児童が見通しをもって主体的に学習に取り組むことができます。 

Step３ 「問題解決の過程」を踏まえ、単元の指導と評価の計画を作成します。 

Step２ 単元を通して資質・能力を身に付けさせるために、児童が働かせる理科の見方・考え方を明確に
し、どのような観察、実験を行うのかを考えます。 

Step１ 単元を通して児童に身に付けさせたい資質・能力を明確にし、単元の目標を考えます。 

単元デザインの具体 （例：第４学年「雨水の行方と地面の様子ア(ｱ)(ｲ)及びイ、天気の様子ア(ｲ)及びイ」） 

 

(2) 生命・地球 

① 雨水の行方と地面の様子、気象現象についての理解を図

り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるよう

にする。 

② 雨水の行方と地面の様子、気象現象について追究する中

で、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮

説を発想する力を養う。 

③ 雨水の行方と地面の様子、気象現象について追究する中

で、主体的に問題解決しようとする態度を養う。 

学習指導要領解説の目標（第４学年） 

雨水の行方と地面の様子や自然界の水の様子について、流れ方やしみ込み方、水の行方に着

目して、それらと地面の傾きや土の粒の大きさ、水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通

して、雨水の行方と地面の様子、自然界の水の様子についての理解を図り、観察、実験などに

関する基本的な技能を身に付けるとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予

想や仮説を発想する力や主体的に問題を解決しようとする態度を育成する。 

単元の目標 

学習指導要領解説 p.45 より一部引用 

 

小学校理科では、「問題解決の過程」を大切にしています。この過程において、指導の改善を図り、

資質・能力を育成していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで留意しなければならないことは、問題解決を行うのは、あくまで児童自身だということです。

教師がこの順番で授業を形式的に行えばよいというわけではありません。 

 

自然の事物・現象 

に対する気付き 

問題の設定 

予想や仮説の設定 

検証計画の立案 

観察・実験の実施 

結果の処理 

考察 

結論の導出 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分から自然の事物・現象に働きかける 

・自然の事物・現象に関わり、解決したい問題を見いだす 

・解決したい問題について、予想や仮説を立てる 

・予想や仮説を確かめるための観察、実験の方法を考える 

・実際に観察、実験などを行う 

・観察、実験の結果を整理する 

・結果を基に、自分の予想や仮説が妥当だったのかを考察する 

・解決したい問題に対する結論を出す 

①知識及び技能 

②思考力、判断力、表現力等 

③学びに向かう力、人間性等 

👆項目の内容については 
こちらから 

鳴川 哲也他 著「イラスト図解ですっきりわかる理科授業づくり編」を基に作成 

第４学年では「根拠のある予想や仮説を発想する力」を中心的に育成します。「根拠のある予想

や仮説を発想する力」の育成については、見いだした問題に対して、既習の内容や生活経験を関係

付けて、予想や仮説に根拠をもつことができるようにすることが大切です。 

これまでの生活経験の中で、冷
たい物を飲むときに水滴がつくこと
は、みんな経験しているだろう。 
このことを関係付けて予想や仮
説を発想する児童もいるだろうな。 

 「水蒸気は、結露して再び水になること」について、児童が根拠のある予想や
仮説を発想するためには、どのようなことを関係付けるとよいのだろう。 

水が蒸発して水蒸気になると
き、気温が高い方が蒸発しやす
いこと（既習の内容）を確認して
おくと、冷やすとどうなるのか児
童は考えることができそうだな。 

 雨水の行方と地面の様子について、流れ方やしみ込み方に着目し

て、それらと地面の傾きや土の粒の大きさとを関係付けて調べる活

動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を

身に付けること。 

(ｱ) 水は、高い場所から低い場所へと流れて集まること。 

(ｲ) 水のしみ込み方は、土の粒の大きさによって違いがあること。 

イ 雨水の行方と地面の様子について追究する中で、既習の内容や

生活経験を基に、雨水の流れ方やしみ込み方と地面の傾きや土の

粒の大きさとの関係について、根拠のある予想や仮説を発想し、

表現すること。 

学習指導要領解説の内容 

 天気や自然界の水の様子について、気温や水の行方に着目して、

それらと天気の様子や水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通

して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに、観察、実験などに関する技能を

身に付けること。 

(ｲ) 水は、水面や地面などから蒸発し、水蒸気になって空気中に

含まれていくこと。また、空気中の水蒸気は、結露して再び水

になって現れることがあること。 

イ 天気や自然界の水の様子について追究する中で、既習の内容や

生活経験を基に、天気の様子や水の状態変化と気温や水の行方と

 

学習指導要領解説 p.57 より一部引用 学習指導要領解説 p.56 より引用 
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Step２ 単元を通して資質・能力を身に付けさせるために、児童が働かせる理科の見方・考え方を明確にし、どのよ

うな観察、実験を行うのかを考えます。 

「問題解決の過程」の中核をなすのが観察、実験です。その単元では、児童がどのような理科の見方・考え

方を働かせるのか、どのような観察、実験を行うのかなどを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step３ 「問題解決の過程」を踏まえ、単元の指導と評価の計画を作成します。 

Step１と Step２を踏まえて、評価場面や評価方法などを計画します。 

時 

間 
ねらい（■）・学習活動（〇） 

重

点 

記

録 
備考 

1 ■単元の見通しをもつ。 

○本単元のねらいを説明し、根拠のある予想や仮説を発

想する力について児童と評価の判定基準を共有する。 

○雨が降っているときと雨があがったときの地面の様子

を比較し、各自が問題を見いだす。 

態  主体的に学習に取り組む態度①/ 

【行動観察、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子につい

ての事物・現象に進んで関わり、

他者と関わりながら問題解決し

ようとしているかを確認する。 

中略 

8 

・ 

9 

■空気中の水蒸気が冷やされると水になることについ

て、既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮

説を発想し、表現する。 

〇これまでの学習内容を基に、「水蒸気はどこへいくの

か」ということから共通の問題を設定する。 

 

 

 

〇水蒸気が再び水になることについて、既習の内容や生

活経験と関係付けて考える。 

〇氷を準備しておき、これをふた付きのびんに入れて

様々な場所で実験し、びんの周りに水滴が付くかどう

かを調べる。 

〇調べたことを基に考察し、結論を導き出す。 

 

 

 

知 

 

 

 

 

 

 

思 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

知識・技能③/【記述分析】 

· 水は、水面や地面などから蒸発

し、水蒸気になって空気中に含

まれていくこと、また、空気中

の水蒸気は、結露して再び水に

なって現れることがあることを

理解しているかを確認する。 

思考・判断・表現①/【記述分析】 

· 自然界の水の様子について、既

習の内容や生活経験を基に、根

拠のある予想や仮説を発想し、

表現するなどして問題解決して

いるかを評価する。 

10 ■雨水の行方と地面の様子、自然界の水の様子について

学んだことをまとめる。 

○雨が降った後の雨水がどこへいくのかについて、この

単元で学んだことを整理し、水たまりや川の流れを再

度確認する。 

○川底がコンクリートでできている川は水がしみ込みに

くくなっていること、地下調節池などがつくられてい

ることを伝え、防災意識をもたせる。 

○発展的な内容として、雨が降った日は湿度が高くなっ

てじめじめ感じることなどを確認する。 

態 〇 主体的に学習に取り組む態度②/ 

【行動観察、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子、自然

界の水の様子についての事物・

現象に進んで関わり、学んだこ

とを学習や生活に生かそうとし

ているかを評価する。 

後 ■学習したことを振り返る。 

〇身に付けた資質・能力や学習内容、学び方、生活、防災

との関連などについて振り返る。 

知 〇 知識・技能①②③/【記述分析】 

· 水は、高い場所から低い場所へ

と流れて集まることを理解して

いるかを評価する。 

· 水のしみ込み方は、土の粒の大

きさによって違いがあることを

理解しているかを評価する。 

· 水は、水面や地面などから蒸発

し、水蒸気になって空気中に含

まれていくこと、また、空気中

の水蒸気は、結露して再び水に

なって現れることがあることを

理解しているかを評価する。 

  
指導と評価の計画の作成の詳細については、佐賀県教育センターWeb「学習評価の進め方」
を御参照ください。 

①単元を通

して育成を

目指す資質・

能力を児童

と共有しま

す。 

学習する内

容の見通し

をもたせる

場面を設定

します。 

③児童の学

習状況を把

握する場面

とその評価

方法を適宜

設定します。 

④単元終末

に単元の学

習を振り返

ったり、学ん

だことを再

度活用した

りする場面

を設定しま

す。 

⑤単元終末

や後日に、

単元を通し

て身に付け

させたい資

質 ・能力が

身に付いた

かを確認し

ます。 

②問題解決

の過程を通

した授業を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問
題
解
決
の
過
程 

（
本
実
践
で
は
、
８
・９
時
目
で
計
画
し
て
い
ま
す
） 

 

理科の見方とは、自然の事物・現象を捉える視点のことです。 

理科の見方 

理科の見方について 

👆項目の内容については
こちらから 

この単元では、児童がどのような理科の見方を働かせると、より児童に資質・能力
を身に付けさせることができるのだろう。 

「雨水の行方と
地面の様子、天気
の様子」は、「地
球」を柱とする領
域なので、児童が
時間的・空間的な
視点で捉えること
ができるようにし
よう。 

理科室で実験を行うが、空間的な視点で
捉えることができるよう、「雨水」をキーワード
にして、実際はどうなのか自然界の水の様子
で常に確認するようにしよう。 
 
 
 
 
 

理科の考え方とは、児童が問題解決の過程の中で用いる、考え

るための方法のことです。 

理科の考え方 

この単元では、児童がどのような理科の考え方を働かせると、より児童に資質・能力
を身に付けさせることができるのだろう。 

「雨水の行方と
地面の様子、天気
の様子」は、第４
学年の単元なの
で、児童が関係付
ける考え方を働か
せることができる
ようにしよう。 

児童がどのように既習の内容や生活経験を関係付けて、根拠のある
予想や仮説を発想するか想定しておこう。 
 
 
 
 
 
 
 

理科の考え方について 

👆項目の内容については
こちらから 

※全単元で予想や仮説に根拠が必要なわけではありません。既習の内容や生活経験からは根拠が言いにくい
場合があることに留意しましょう。 

結論：空気中に出ていった水蒸気は、空気中のどこに

でも含まれている。 

問題：空気中に出ていった水蒸気は、どこにでも含ま

れているのだろうか。 

自然界の水の様子 

① 
 
 
 
高い場所から低

い場所へ流れる 

② 
 
 
 
 

地面にしみ込む 

③ 
 
 
 
水蒸気になり空

気中に出ていく 

④ 
 
 
 
空気中どこにで

も含まれている 

① 

② 

③ 

④ 

雨水がなくなるはずはないの
で、どこかへいくだろう。 

蒸発のときの反対で冷
やすとどうなるだろう。 

また雨にもどる
のかな。 

蒸発した水蒸気
は、どこにでも
含まれているの
だろうか。 

問題 

水蒸気は、様々な
場所に含まれてお
り、また雲になる
だろう。 

予想や仮説（例） 
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小学校第４学年 理科学習指導案 

 

１ 単元名 雨水の行方と地面の様子、天気の様子 

【内容のまとまり Ｂ(3)雨水の行方と地面の様子ア(ｱ)(ｲ)及びイ、Ｂ(4)天気の様子ア(ｲ)及びイ】 

 

２ 単元について 

 (1) 単元観 

   本単元は、「地球」についての基本的な概念等を柱とした内容のうちの「地球の内部と地表面の変

動」、「地球の大気と水の循環」に関わるものであり、第５学年「Ｂ(3)流れる水の働きと土地の変化」、

「Ｂ(4)天気の変化」、第６学年「Ｂ(4)土地のつくりと変化」の学習につながるものである。 

   ここでは、児童が、雨水の行方と地面の様子や自然界の水の様子について、流れ方やしみ込み方、

水の行方に着目して、それらと地面の傾きや土の粒の大きさ、水の状態変化とを関係付けて調べる

活動を通して、雨水の行方と地面の様子、自然界の水の様子についての理解を図り、観察、実験な

どに関する基本的な技能を身に付けるとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予

想や仮説を発想する力や主体的に問題解決しようとする態度を育成することがねらいである。 

   また、日常生活との関連として、ここでの学習内容が排水の仕組みに生かされていることや、雨

水が川へと流れ込むことに触れることで、自然災害との関連を図ることもできる単元となっている。 

 

 (2) 児童観  

（略） 

 

 (3) 指導観 

   指導に当たっては、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付けて考えることを通し

て、根拠のある予想や仮説を発想する力の育成を目指す。既習の内容については、いつでも児童が

確認できるように、学習内容を整理し教室に掲示しておく。具体的には、単元全体を通して、「雨水

はどこへいくのか」について図示し、学習内容を児童と確認しながら、その都度書き加えていく。

生活経験については、生活の中で同じような場面や経験がないかを教師が問い掛け、関係付けて考

えることを促す。また、話合いの中で児童同士が自分の考えに根拠を付け加えながら意見交換する

ように促し、生活の中の場面や経験を想起するようにする。また、本単元は「地球」を柱とする領

域であるので、実験の結果を基に、児童が主として「時間的・空間的」な見方を働かせて、「水の循

環」について捉えることができるようにする。 

   第１時では、単元を通して身に付けさせたい資質・能力を児童と共有する。具体的には、根拠の

ある予想や仮説を発想する際に、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験とを関係付けて考える

ことを伝え、児童と評価の判定基準を共有する。また、雨が降っているときと雨があがったときの

校庭の地面の様子を比較して提示し、その様子の違いから各自が問題を見いだすことで、本単元の

学習内容の見通しをもつことができるようにする。 

   第２時、第３・４時、第５・６時では、第１時で各自が見いだした問題を基に、学級共通の問題

を設定し、それぞれ解決していく。第２時では「雨水は、高い場所から低い場所へ流れること」、第

３・４時では「集まった雨水は、地面にしみ込むこと」、第５・６時「雨水は、水蒸気になって空気

中に出ていくこと」を学習する。ここでは、根拠のある予想や仮説を発想する力について、指導に

生かす評価を行う。児童が予想や仮説を発想する際に、自然の事物・現象と既習の内容や生活経験

とを関係付けて考えているかどうかを確認する。 
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   第７時では、第３・４時で学習した「雨水は、地面にしみ込むこと」ことと、第５・６時で学習

した「雨水は、水蒸気になって空気中に出ていくこと」とを組み合わせて、「地面にしみ込んだ雨水

も水蒸気になって空気中に出ていくこと」を学習する。ここでは、「地面にしみ込んだ雨水も蒸発し

ているならば、この実験の結果はどのようになると思いますか」のように問い掛け、児童が結果の

見通しをもって実験することができるようにする。 

   第８・９時では、これまでの学習内容を基に、さらに見いだした問題について解決していく学習

活動を設定する。第７時までで学習した「雨水は、水蒸気になって空気中に出ていくこと」を基に、

さらに「空気中に出ていった水蒸気は、どこにでも含まれているのだろうか」という共通の問題を

設定し、「空気中に出ていった水蒸気は、空気中のどこにでも含まれていること」を学習する。ここ

では、根拠のある予想や仮説を発想する力について、記録に残す評価を行う。 

   第 10 時では、雨水の行方と地面の様子や自然界の水の様子について学んだことをまとめる学習

活動を設定する。単元全体を通して書き加えてきた「雨水はどこへいくのか」について、「水の循環」

を意識しながら順番に確認していくことで、児童一人一人が学習を振り返ることができるようにす

る。 

 

３ 単元の目標 

  雨水の行方と地面の様子や自然界の水の様子について、流れ方やしみ込み方、水の行方に着目して、

それらと地面の傾きや土の粒の大きさ、水の状態変化とを関係付けて調べる活動を通して、雨水の行方

と地面の様子、自然界の水の様子についての理解を図り、観察、実験などに関する基本的な技能を身に

付けるとともに、主に既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説を発想する力や主体的に問

題を解決しようとする態度を育成する。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①水は、高い場所から低い場所

へと流れて集まることを理解

している。 

②水のしみ込み方は、土の粒の

大きさによって違いがあるこ

とを理解している。 

③水は、水面や地面などから蒸

発し、水蒸気になって空気中

に含まれていくこと、また、

空気中の水蒸気は、結露して

再び水になって現れることが

あることを理解している。 

④観察、実験などに関する技能

を身に付けている。 

①雨水の行方と地面の様子、自

然界の水の様子について、既

習の内容や生活経験を基に、

根拠のある予想や仮説を発想

し、表現するなどして問題解

決している。 

②雨水の行方と地面の様子、自

然界の水の様子について、観

察、実験などを行い、得られ

た結果を基に考察し、表現す

るなどして問題解決してい

る。 

①雨水の行方と地面の様子、自

然界の水の様子についての事

物・現象に進んで関わり、他

者と関わりながら問題解決し

ようとしている。 

②雨水の行方と地面の様子、自

然界の水の様子について学ん

だことを学習や生活に生かそ

うとしている。 
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５ 単元の指導と評価の計画 

時 

間 
ねらい（■）・学習活動（○） 

重 

点 

記 

録 
備考 

１ 

■単元の見通しをもつ。 

○本単元のねらいを説明し、根拠のある予想や仮説

を発想する力について児童と評価の判定基準を

共有する。 

○雨が降っているときと雨があがったときの地面

の様子を比較し、各自が問題を見いだす。 

態  主体的に学習に取り組む態度①/ 

【行動観察、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子につい

ての事物・現象に進んで関わり、

他者と関わりながら問題解決し

ようとしているかを確認する。 

２ 

■雨水がどのように流れていくのかについて、既習

の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮説

を発想し、表現する。 

○各自が見いだした問題を基に、「川のように流れ

ていた跡」に着目し、共通の問題を設定する。 

 

 

 

○雨水はどこからどこへ流れていくのかについて、

既習の内容や生活経験と関係付けて考える。 

○地面の傾きと水の流れる方向の関係について、実

験して調べる。 

○調べたことを基に考察し、結論を導き出す。 

 

 

 

知 

 

 

 

思 

 知識・技能①/【記述分析】 

· 水は、高い場所から低い場所へ

と流れて集まることを理解して

いるかを確認する。 

思考・判断・表現①/ 

【記述分析、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子につい

て、既習の内容や生活経験を基

に、根拠のある予想や仮説を発

想し、表現するなどして問題解

決しているかを確認する。 

３ 

・ 

４ 

■雨水がどのように地面にしみ込むかについて、既

習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や仮

説を発想し、表現する。 

○これまでの学習内容を基に、「雨があがった後の

地面の様子」に着目し、共通の問題を設定する。 

 

 

○雨水がどのように地面にしみ込むかについて、既

習の内容や生活経験と関係付けて考える。 

○水のしみ込み方について、粒の大きさの違う土を

準備し、実験して調べる。 

○調べたことを基に考察し、結論を導き出す。 

 

 

 

 

知 

 

 

 

思 

 

 

 

 

○ 

知識・技能②/【記述分析】 

· 水のしみ込み方は、土の粒の大

きさによって違いがあることを

理解しているかを確認する。 

思考・判断・表現②/ 

【記述分析、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子、自然

界の水の様子について、観察、

実験などを行い、得られた結果

を基に考察し、表現するなどし

て問題解決しているかを評価す

る。 

結論：雨水は、高い場所から低い場所へ流れる。

やがて低いくぼ地などに集まり、たまる。 

問題：雨水は、どこからどこへ流れていくのだ

ろうか。 

問題：集まった雨水は、どこへいくのだろうか。 

結論：集まった雨水は地面にしみ込む。 

土の粒が大きい方が速くしみ込み、小さ

い方がゆっくりしみ込む。 
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５ 

・ 

６ 

■雨水がどのように空気中に出ていくかについて、

既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予想や

仮説を発想し、表現する。 

○これまでの学習内容を基に、雨があがった後の校

庭の「朝礼台の上面などしみ込まない所の水たま

り」に着目し、共通の問題を設定する。 

 

 

 

 

○雨水がどのように空気中に出ていくかについて、

既習の内容や生活経験と関係付けて考える。 

○水は空気中に出ていくのかについて、コップに水

を入れ、片方はそのままで、もう片方にはラップ

をかぶせ、時間経過による水の量の変化を調べ

る。 

○調べたことを基に考察し、結論を導き出す。 

 

 

 

知 

 

 

思 

〇 知識・技能④/【行動観察】 

· 観察、実験などに関する技能を

身に付けているかを評価する。 

思考・判断・表現①/【記述分析】 

· 自然界の水の様子について、既

習の内容や生活経験を基に、根

拠のある予想や仮説を発想し、

表現するなどして問題解決して

いるかを確認する。 

７ 

■地面にしみ込んだ雨水も水蒸気になって空気中

に出ていくことについて、身の回りの事物・現象

と結び付けて考える。 

○前時までに実験したことを、実際の雨水で確かめ

るために、どのような実験をするとよいか考え

る。 

○湿った地面の上に透明な容器をかぶせておき、時

間の経過による変化を調べる。この際、地面にし

み込んだ雨水も水蒸気になって空気中に出てい

くのならば、透明な容器の内側に水滴が付くとい

う結果の見通しをもたせておく。 

○「暖かい場所の方が、雨水が蒸発しやすかった」

ことにも触れることで、次時において、このこと

を根拠に予想や仮説を発想できるようにする。 

態 〇 主体的に学習に取り組む態度①/ 

【行動観察、記述分析】 

· 雨水の行方と地面の様子につい

ての事物・現象に進んで関わり、

他者と関わりながら問題解決し

ようとしているかを評価する。 

８ 

・ 

９ 

本 

時 

■空気中の水蒸気が冷やされると水になることに

ついて、既習の内容や生活経験を基に、根拠のあ

る予想や仮説を発想し、表現する。 

○これまでの学習内容を基に、「水蒸気はどこへい

くのか」ということから共通の問題を設定する。 

 

 

 

知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能③/【記述分析】 

· 水は、水面や地面などから蒸発

し、水蒸気になって空気中に含

まれていくこと、空気中の水蒸

気は、結露して再び水になって

現れることがあることを理解し

ているかを確認する。 

結論：雨水は、水蒸気になって空気中に出てい

く。 

問題：雨水は流れて集まったり、地面にしみ込

んだりする以外に、どこへいくのだろう

か。 

問題：空気中に出ていった水蒸気は、どこにで

も含まれているのだろうか。 
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○水蒸気が空気中のどこにでも含まれているかに

ついて、既習の内容や生活経験と関係付けて考え

る。 

○氷を準備しておき、これをふた付きのびんに入れ

て様々な場所で実験し、びんの周りに水滴が付く

かどうかを調べる。 

○調べたことを基に考察し、結論を導き出す。 

 

 

 

思 〇 思考・判断・表現①/【記述分析】 

· 自然界の水の様子について、既

習の内容や生活経験を基に、根

拠のある予想や仮説を発想し、

表現するなどして問題解決して

いるかを評価する。 
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■雨水の行方と地面の様子、自然界の水の様子につ

いて学んだことをまとめる。 

○雨が降った後の雨水がどこへいくのかについて、

この単元で学んだことを整理し、水たまりや川の

流れを再度確認する。 

○川底がコンクリートでできている川は水がしみ

込みにくくなっていること、地下調節池などがつ

くられていることを伝え、防災意識をもたせる。 

○発展的な内容として、雨が降った日は湿度が高く

なってじめじめ感じることなどを確認する。 

態 〇 主体的に学習に取り組む態度②/ 

【行動観察、発言分析】 

· 雨水の行方と地面の様子、自然

界の水の様子について学んだこ

とを学習や生活に生かそうとし

ているかを評価する。 

後 

■学習したことを振り返る。 

○身に付けた資質・能力や学習内容、学び方、生活、

防災との関連などについて振り返る。 

知 〇 知識・技能①②③/【記述分析】 

· 水は、高い場所から低い場所へ

と流れて集まることを理解して

いるかを評価する。 

· 水のしみ込み方は、土の粒の大

きさによって違いがあることを

理解しているかを評価する。 

· 水は、水面や地面などから蒸発

し、水蒸気になって空気中に含

まれていくこと、また、空気中

の水蒸気は、結露して再び水に

なって現れることがあることを

理解しているかを評価する。 

  

結論：空気中に出ていった水蒸気は、空気中の

どこにでも含まれている。 



令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

６ 本時の目標 

  空気中の水蒸気が冷やされると水になることについて、既習の内容や生活経験を基に、根拠のある予

想や仮説を発想し、表現する。 

 

７ 本時の展開 （８・９／10） 

 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

【評価方法】等 

導 

入 

１ 前時までの学習を振り

返る。気付きについて、グ

ループで交流する。 

 

 

 

２ 学級共通の問題を設定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

· 前時までのワークシートから、これまで

の学習内容を個人で振り返る。そして、

グループで話し合いながら「雨水の行

方」について解決できたことと、まだ解

決できていないことを整理できるよう

にする。 

· 前時までの学習内容を全体で確認する。

この時に、第５・６時や第７時の実験で

は、「暖かい場所の方が、雨水が蒸発し

やすかった。」ことをキーワードでまと

めながら板書し、本時で「反対に冷やし

たらいいのではないか。」という考えを

引き出せるようにしておく。 

· 雨水が、高い場所から低い場所へ流れる

こと（第２時）、地面にしみ込むこと（第

３・４時）、水蒸気になり空気中に出て

いくこと（第５～７時）を矢印で図示し

ながら確認し、空気中に出ていった後の

ことに着目できるようにする。 

· 蒸発後の水蒸気の行方に対する疑問か

ら、学級共通の問題を設定する。 

 

展 

開 

３ 学習問題に対する予想

や仮説をワークシートに

記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

· 水蒸気について、見えなくなったけど消

えてはいないことを確認し、水蒸気にな

った雨水の行方について児童が考える

ことができるようにする。 

· 水を蒸発させた実験のこと、これまでの

生活で冷たい飲み物を飲もうとしたと

きのコップの様子など既習の内容や生

活経験と関係付けて考えることができ

るよう言葉を掛ける。 

 

思考・判断・表現①/ 

【記述分析】 

· 自然界の水の様子に

ついて、既習の内容

や生活経験を基に、

根拠のある予想や仮

説を発想し、表現す

るなどして問題解決

しているかを評価す

る。 

 

問題：空気中に出ていった水蒸気は、どこにでも含まれているのだろうか。 



令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

展 

開 

４ 実験方法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 実験を行う。 

 

 

 

６ 実験結果の整理を行

う。 

· 学級共通の問題を解決するためには、

様々な場所で空気中に水蒸気が含まれ

ているかどうか確かめることが必要で

あり、そのために様々な場所の空気を冷

やすにはどのようにしたらよいかを確

認する。 

· 実験方法の中の空気を冷やすための方

法を考えることができるよう、氷と保冷

剤を準備しておく。 

· 氷と保冷剤とふた付のびんを準備して

おき、様々な場所で実験し、びんの周り

に水滴が付くかどうかを調べることが

できるようにする。 

· 実験した場所ごとに冷やしたときの様

子を整理して、結果をまとめるように促

す。 

 

終 

末 

７ 実験結果を基に、自分

の予想や仮説が妥当だっ

たのかを考察する。 

 

８ 学習問題に対する結論

を出す。 

 

 

 

 

 

· 様々な場所で実験しても冷たいものの

周りに水滴が付いたことについて、自身

の予想や仮説を基に、実験の結果からい

えることは何かを問い掛ける。 

· 「雨水の行方」について本時の学習で解

決できたことと、今後解決したいことと

を整理し、学習の見通しをもつことがで

きるようにする。 

 

 

 

知識・技能③/ 

【記述分析】 

· 水は、水面や地面な

どから蒸発し、水蒸

気になって空気中に

含まれていくこと、

空気中の水蒸気は、

結露して再び水にな

り現れることがある

ことを理解している

かを確認する。 

 

８ 本時の評価規準と判定基準 

本時の評価規準【評価方法】 判断のポイントと指導の手立て 

○自然界の水の様子につい

て、既習の内容や生活経験

を基に、根拠のある予想や

仮説を発想し、表現するな

どして問題解決している

かを評価する。 

【記述分析】 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するポイント 

水を蒸発させた実験のこと等の既習の内容や、これまでに冷たい飲み物

を飲もうとしたとき等の生活経験を基に、自然界の水の様子について根

拠のある予想や仮説を発想し、表現している。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の例 

自然界の水の様子について、既習の内容や生活経験を基に、より妥当な

根拠のある予想や仮説を発想し、表現している。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した児童への指導の手立て 

水を蒸発させた実験の道具を見せたり、冷たい飲み物を飲もうとしたと

きのコップの様子の写真を示したりしながら水の様子に着目させ、表現

するよう促す。 

結論：空気中に出ていった水蒸気は、空気中のどこにでも含まれている。 



令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

○空気中の水蒸気は、結露し

て再び水になり現れるこ

とがあることを理解して

いるかを確認する。 

【記述分析】 

「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と評価するポイント 

空気中の水蒸気は、結露して再び水になり現れることがあることを理解

して、言葉で表現している。 

「十分満足できる」状況（Ａ）の例 

空気中の水蒸気は、結露して再び水になり現れることがあることを理解

して、言葉だけでなく、図でも表現している。 

「努力を要する」状況（Ｃ）と評価した児童への指導の手立て 

氷を入れたふた付のびんを見せ、びんの周りに水滴が付く様子を結露と

いうことを確認し、言葉で表現できるよう児童と対話しながら「冷やさ

れると」や「結露」といったキーワードを伝えていく。 

 


